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ゲルコート ＰＣ－８８０ＴＮＰ クリヤー 
不飽和ポリエステル樹脂塗料 

 

 ゲルコートＰＣ－８８０ＴＮＰクリヤーは、ＦＲＰ製品の表面を保護し外観を美しく保つための不飽

和ポリエステル樹脂塗料です。イソフタル酸系の樹脂を使用している為、耐水、耐熱水性、耐候性に優

れたクリヤータイプのゲルコートで型抜き成形に使用できます。 

 

 

【液状特性】 

項  目 単位 代表値 備 考 

粘  度 mPa･s 1800 ～ 2200 B 型粘度計 60min-1 

揺 変 度  5.0 ～ 6.0 B 型粘度計 6min-1/60min-1

ポットライフ 分 15 ～ 25 55% MEKPO : 1.0% 

※ 測定温度 25℃ 

 

 

【使用方法】 

1.型の整備 

ＦＲＰ成形品の仕上がり状態は、使用する方の状態によりほぼ決まってしまいますので、注意して

型の整備を行なう必要があります。型に離型ワックスを塗り込みウエスで拭き上げる作業を最低でも

3 回は行って下さい。 

2.硬化剤の添加 

2 液型ですので硬化剤(MEKPO)を添加すれば硬化します。温度により硬化時間が変化しますので 0.5

～3.0%範囲内で正確に量って添加しよく攪拌してください。硬化剤（55%MEKPO）にはカヤメックＭ（化

薬アクゾ社）、パーメックＮ（日本油脂社）などがあります。 

3.塗布 

刷毛、ローラー刷毛、スプレーガン等で均一に塗布します。スプレーガンの場合、口径は 2～3φmm、

スプレー圧は 0.3～0.5MPa、塗布量は 300～400g/m2が標準です。 

4.ライニング（積層） 

ゲルコートが硬化した後、樹脂とガラスマットでライニングします。目安としてゲルコートの面に

ベタツキが無い状態で行って下さい。（ゲルコート塗布後 2 時間以上） 

 

 

【温度と硬化剤量によるポットライフの目安】 

温 度 
硬化剤（カヤメックＭ）添加量 

0.5% 1.0% 1.5% 2.0% 3.0% 

10℃ － 113 分 － 50 分 35 分 

20℃ 96 分 40 分 24 分 18 分 13 分 

30℃ 35 分 16 分 9 分 － － 
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【35℃での硬化剤量によるポットライフの目安】 

硬化剤の添加量 0.5% 0.7% 1.0% 

ポットライフ 24 分 15 分 10 分 

 

 外気温が 35℃前後の高温時は硬化剤量を 0.5%以下に減じるのではなく、遅延剤を添加して下さい。 

【35℃で硬化剤量 0.7%での遅延剤量によるポットライフの目安】 

遅延剤の量（硬化剤量 0.7%） 1.0%   2.0%  

ポットライフ 27 分 49 分 

 

 

【使用上の注意事項】 

１． 本品は 2 液型ですので必ず硬化剤（MEKPO）を添加しよく攪拌してからご使用下さい。 

２． 促進剤を追加して使用する場合、促進剤と硬化剤は直接混合しないで下さい。 

３． 希釈する場合は、スチレンモノマーをご使用下さい。 

４． 作業中は火気・換気に充分注意し必要な保護具を着用して作業を行って下さい。 

５． 硬化剤の入った樹脂は高温発熱しますので、容器に残った樹脂には注水し冷却して下さい。 

 

〔荷   姿〕   ４ｋｇ  １８ｋｇ 

〔危険物表示〕     第４類 第２石油類 危険等級 Ⅲ 














